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PTPに関する情報
PTPはネットワークに分散したノードの時刻同期プロトコルです。そのハードウェアのタイム
スタンプ機能は、ネットワークタイムプロトコル（NTP）などの他の時刻同期プロトコルよ
りも高い精度を実現します。

PTPシステムは、PTPおよび非 PTPデバイスの組み合わせで構成できます。PTPデバイスに
は、オーディナリクロック、境界クロック、およびトランスペアレントクロックが含まれま

す。非PTPデバイスには、通常のネットワークスイッチやルータなどのインフラストラクチャ
デバイスが含まれます。

PTPは、システムのリアルタイムPTPクロックが相互に同期する方法を指定する分散プロトコ
ルです。これらのクロックは、グランドマスタークロック（階層の最上部にあるクロック）を

持つマスター/スレーブ同期階層に編成され、システム全体の時間基準を決定します。同期は、
タイミング情報を使用して階層のマスターの時刻にクロックを調整するメンバーと、PTPタイ
ミングメッセージを交換することによって実現されます。PTPは、PTPドメインと呼ばれる論
理範囲内で動作します。

Cisco NXOSリリース 6.0(2)A8(3)以降、PTPは、複数の PTPクロッキングドメイン、PTPグラ
ンドマスター機能、スレーブおよびパッシブ選択のためのインターフェイスでのPTPコスト、
およびクロック IDの設定をサポートします。

PTPの設定
1



マルチドメイン環境のすべてのスイッチは、1つのドメインに属しています。境界クロックの
一部であるスイッチでは、マルチドメイン機能が有効になっている必要があります。各ドメイ

ンには、ドメインの優先度、クロッククラスのしきい値、クロック精度のしきい値など、ユー

ザーが構成可能なパラメータがあります。各ドメインのクロックは、そのドメインのマスター

クロックと同期したままです。ドメイン内の GPSに障害が発生した場合、ドメイン内のマス
タークロックは、GPSがアクティブであるドメイン内のマスタークロックから送られたアナ
ウンスメッセージに関連付けられているデータセットとの間で、時刻の同期を行います。最

も優先度の高いドメインからのマスタークロックがクロック品質属性を満たさない場合、基準

に一致する後続のドメインのクロックが選択されます。どのドメインでも、必要なクロック品

質属性が満たされていない場合は、Best Master Clock Algorithm（BMCA）を使用してマスター
クロックが選択されます。すべてのドメインの優先順位が等しく、しきい値がマスタークロッ

ク属性よりも小さい場合、またはしきい値がマスタークロック属性よりも大きい場合、BMCA
を使用してマスタークロックが選択されます。

グランドマスター機能は、接続されている他のデバイスにクロックを伝達するスイッチの機能

を制御します。スイッチは、インターフェイスでアナウンスメッセージを受信すると、クロッ

ククラスのしきい値とクロック精度のしきい値をチェックします。これらのパラメータの値が

事前定義された限界内にある場合、スイッチは IEEE 1588v2で指定された PTP標準に従って動
作します。スイッチが外部ソースからアナウンスメッセージを受信していない場合、または受

信したアナウンスメッセージのパラメータが事前定義された限界内にない場合、ポートの状態

はリスニングモードに変更されます。スレーブポートのないスイッチでは、すべての PTP対
応ポートの状態がリスニングとしてレンダリングされます。1つのスレーブポートがあるス
イッチでは、BMCAを使用してすべてのPTP対応ポートの状態が判断されます。コンバージェ
ンス時間は、スイッチでグランドマスター機能が無効になっている場合に、PTPレベルでタイ
ミングループが発生するのを防止するためのものです。スイッチでスレーブポートが選択さ

れていない場合、スイッチのすべてのポートは、コンバージェンス時間で指定された最小間隔

の間、リスニング状態になります。コンバージェンス時間の範囲は 3～ 2600秒で、デフォル
トは 30秒です。

PTPが有効にされた各ポートでインターフェイスコストが適用されるのは、グランドマスター
クロックへの複数のパスがスイッチにある場合です。最小のコスト値を持つポートがスレーブ

として選択され、残りのポートはパッシブポートのままになります。

クロック識別子は、スイッチのMACアドレスに基づいた文字配列の形式で表示される、一意
の 8オクテット配列です。クロック識別子は、IEEE1588v2-2008仕様に従ってMACから決定
されます。クロック IDは、IEEE1588v2で定義されている VLAN MACアドレスのバイトの組
み合わせです。

PTP時間分配保留
適切に同期された PTPネットワークでは、いずれかの PTPノードがダウンしてから起動する
と、その PTPクロックはプライマリ時刻ソース（GM）に同期されます。このプロセス中に、
ローカルノードでかなりの長さの時間修正が行われ、ローカルクロックの修正が試行されま

す。その際、ノードはダウンストリームノードに誤った時刻を送信し、すべてのダウンスト

リームノードで問題が発生する可能性があります。Cisco NX-OSリリース 10.5(1)Fで導入され
た時間分配（TD）保留機能は、ブートアップ時にノードがプライマリソースに正しく同期さ
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れてからダウンストリームノードに時間を分配するようにすることで、この問題を解決しま

す。

TD保留機能は、境界クロック（BC）ノードがプライマリ時刻ソースにロックされ、ターゲッ
ト修正値が確定するまで、時間分配を保留します。TD保留対応ノードは、すべての PTPパ
ケットを受信し、通常の状態変更を行い、時刻を同期しますが、PTPパケットは送信しませ
ん。

すべてのノードが同時に（数秒程度の差で）再起動すると、各ノードがアクティブな保留時間

になり、セカンダリポートを持つノードがなくなることがあります。この場合、BMCが最適
なクロックを見つけるのに時間がかかります。それで、この機能を有効にする際には、この点

を考慮する必要があります。

（注）

PTPデバイスタイプ
次のクロックは、一般的な PTPデバイスです。

オーディナリクロック

エンドホストと同様に、単一の物理ポートに基づいてネットワークと通信します。オー

ディナリクロックはグランドマスタークロックとして動作できます。

境界クロック

通常、複数の物理ポートがあり、各ポートはオーディナリクロックのポートのように動作

します。ただし、各ポートはローカルクロックを共有し、クロックのデータセットはす

べてのポートに共通です。各ポートは、境界クロックのその他すべてのポートから使用可

能な最善のクロックに基づいて、個々の状態を、マスター（それに接続されている他の

ポートを同期する）またはスレーブ（ダウンストリームポートに同期する）に決定しま

す。同期とマスター/スレーブ階層の確立に関するメッセージは、境界クロックのプロト
コルエンジンで終了し、転送されません。

トランスペアレントクロック

通常のスイッチやルータなどのすべてのPTPメッセージを転送しますが、スイッチでのパ
ケットの滞留時間（パケットがトランスペアレントクロックを通過するために要した時

間）と、場合によってはパケットの入力ポートのリンク遅延を測定します。トランスペア

レントクロックはグランドマスタークロックに同期する必要がないため、ポートの状態

はありません。

次の 2種類のトランスペアレントクロックがあります。

エンドツーエンドトランスペアレントクロック

PTPメッセージの滞留時間を測定し、PTPメッセージまたは関連付けられたフォロー
アップメッセージの修正フィールドの時間を収集します。
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ピアツーピアトランスペアレントクロック

PTPメッセージの滞留時間を測定し、各ポートと、リンクを共有する他のノードの同
じように装備されたポートとの間のリンク遅延を計算します。パケットの場合、この

着信リンクの遅延は、PTPメッセージまたは関連付けられたフォローアップメッセー
ジの修正フィールドの滞留時間に追加されます。

PTPは境界クロックモードのみで動作します。Grand Master Clock（10 MHz）アップストリー
ムを導入することを推奨します。サーバーには、同期する必要があり、スイッチに接続された

クロックが含まれます。

エンドツーエンドトランスペアレントクロックモードとピアツーピアトランスペアレントク

ロックモードはサポートされません。

（注）

クロックモード

IEEE 1588規格は、PTPをサポートするデバイスが 1ステップと 2ステップで動作するための
2つのクロックモードを指定しています。

1ステップモード：

1ステップモードでは、クロック同期メッセージに、マスターポートがメッセージを送信した
時刻が含まれます。ASICは、同期メッセージがポートを出るときにタイムスタンプを追加し
ます。1ステップモードで動作するマスターポートは、CiscoNexus9508-FM-Rおよび9504-FM-R
ファブリックモジュールおよびCisco Nexus 9636C-R、9636Q-R、9624D-R2、および 9636C-RX
ラインカードで使用できます。

スレーブポートは、同期メッセージの一部として送信されるタイムスタンプを使用します。

2ステップモード：

2ステップモードでは、同期メッセージがポートを出た時刻は後続のフォローアップメッセー
ジで送信されます。これは、デフォルトのモードです。

PTPプロセス
PTPプロセスは、マスター/スレーブ階層の確立とクロックの同期の2つのフェーズで構成され
ます。

PTPドメイン内では、オーディナリクロックまたは境界クロックの各ポートが、次のプロセス
に従ってステートを決定します。

•受信したすべての（マスターステートのポートによって発行された）アナウンスメッセー
ジの内容を検査します

•外部マスターのデータセット（アナウンスメッセージ内）とローカルクロックで、優先
順位、クロッククラス、精度などを比較します
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•自身のステートがマスターまたはスレーブのいずれであるかを決定します

マスター/スレーブ階層が確立されると、クロックは次のように同期されます。

•マスターはスレーブに同期メッセージを送信し、送信された時刻を記録します。

•スレーブは同期メッセージを受信し、受信した時刻を記録します。すべての同期メッセー
ジには、フォローアップメッセージがあります。同期メッセージの数は、フォローアップ

メッセージの数と同じである必要があります。

•スレーブはマスターに遅延要求メッセージを送信し、送信された時刻を記録します。

•マスターは遅延要求メッセージを受信し、受信した時刻を記録します。

•マスターはスレーブに遅延応答メッセージを送信します。遅延要求メッセージの数は、遅
延応答メッセージの数と同じある必要があります。

•スレーブは、これらのタイムスタンプを使用して、クロックをマスターの時刻に調整しま
す。

PTPのハイアベイラビリティ
PTPのステートフルリスタートはサポートされません。

PTPの注意事項および制約事項
• Cisco Nexus 3500のみの環境では、PTPクロック修正は、1～ 99ナノ秒の 1～ 2桁の範囲
であると予想されます。ただし、混合環境では、PTPクロック修正は最大3桁（100～999
ナノ秒）になるものと予想されます。

• Cisco Nexus 3500シリーズスイッチでは、マスター PTPポートで操作の非ネゴシエート
モードの混合がサポートされます。つまり、スレーブクライアントがユニキャスト遅延要

求 PTPパケットを送信すると、Cisco Nexus 3500がユニキャスト遅延応答パケットで応答
することを意味します。また、スレーブクライアントがマルチキャスト遅延要求 PTPパ
ケットを送信すると、CiscoNexus3500はマルチキャスト遅延応答パケットで応答します。
混合非ネゴシエートモードが機能するには、BCデバイスの ptp source <IP address>構

成で使用される送信元 IPアドレスが、BCデバイスの物理または論理インターフェイスで
も構成されている必要があります。推奨されるベストプラクティスは、デバイスのループ

バックインターフェイスを使用することです。

• Cisco Nexus 3500シリーズスイッチは、、をサポートします。。

• Cisco Nexus 3500シリーズスイッチは、40Gインターフェイスでの PTPをサポートしてい
ません。
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• PTPは境界クロックモードのみで動作します。エンドツーエンドトランスペアレントク
ロックモードとピアツーピアトランスペアレントクロックモードはサポートされませ

ん。

• PTPは、クロックプロトコルが PTPに設定されている場合に動作します。PTPと NTPを
同時に構成することはサポートされていません。

• PTPはユーザーデータグラムプロトコル（UDP）上の転送をサポートします。イーサネッ
ト上の転送はサポートされません。

• PTPはマルチキャスト通信だけをサポートします。ネゴシエートされたユニキャスト通信
はサポートされません。

• ptp acl-redirectが構成されている場合、PTP管理パケットはソフトウェアで転送されま
す。管理パケットは 100パケット/秒以内であることが期待されます。これはCoPPドロッ
プを回避するためです。

• PTP対応ポートは、ポート上でPTPを有効にしない場合、PTPパケットを識別せず、これ
らのパケットにタイムスタンプを適用したり、パケットを処理のため CPUにリダイレク
トしたりしません。これは、ポートでPTPが無効になっている場合、デバイスは、タイプ
に関係なく、マルチキャストステートが存在すると仮定して、任意のマルチキャストPTP
パケットをルーティングできることを意味します。このポートからのこれらのマルチキャ

スト PTPパケットは、処理のために CPUにリダイレクトされません。これは、それらを
CPUにリダイレクトするために適用される例外が、それぞれのポートで PTPが有効かど
うかに基づいて、ポートごとにプログラムされるためです。

• 1 pulse per second（1 PPS）入力はサポートされていません。

• IPv6を介した PTPはサポートされていません。

• Cisco Nexusスイッチは、-3～ 1の同期化ログ間隔を使用して、隣接マスターから同期す
る必要があります。

•すべてのユニキャストおよびマルチキャストPTP管理メッセージは、転送ルールに従って
転送されます。すべての PTP管理メッセージは通常のマルチキャストパケットとして扱
われ、他の非 PTPマルチキャストパケットが Cisco Nexus 3500スイッチによって処理さ
れるのと同じ方法で処理されます。

• PTPユニキャストパケットの転送を有効にするには、着信ポートを L3/SVIとして構成す
る必要があります。

• Cisco Nexus 3500スイッチは、ユニキャストマスターとクライアント間のユニキャストネ
ゴシエーションに参加させないことを推奨します。

•ワンステップ PTPは、Cisco Nexus 3500シリーズプラットフォームスイッチではサポー
トされません。

• Cisco NX-OSリリース 10.5(1)F以降では、PTP時間分配保留機能が導入されています。こ
の機能により、境界クロックノードがプライマリ時刻送信元にロックされ、ターゲット補

正値に落ち着くまで、時間分配を保留できます。
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PTPのデフォルト設定
次の表に、PTPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 :デフォルトの PTPパラメータ

デフォルトパラメータ

ディセーブルPTP

2PTPバージョン

0. PTPはデフォルトで無効になっています。PTPドメイン

255クロックをアドバタイズする場合、PTPプラ
イオリティ 1値

255クロックをアドバタイズする場合、PTPプラ
イオリティ 2値

1ログ秒PTPアナウンス間隔

1ログ秒PTP同期間隔

3アナウンス間隔PTPアナウンスタイムアウト

1ログ秒PTP最小遅延要求間隔

1PTP VLAN

PTPの設定

PTPのグローバルな構成
デバイスでPTPをグローバルにイネーブルまたはディセーブルにできます。また、ネットワー
ク内のどのクロックがグランドマスターとして選択される優先順位が最も高いかを判別するた

めに、さまざまな PTPクロックパラメータを構成できます。

手順の概要

1. configure terminal
2. [no] feature ptp
3. [no] ptp source ip-address

4. （任意） [no] ptp domain number

5. （任意） [no] ptp priority1 value
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6. （任意） [no] ptp priority2 value

7. （任意） [no] ptp acl-redirect

8. （任意） show ptp brief

9. （任意） show ptp clock

10. （任意） [no] ptp time distribution-hold [correction-threshold <corr_limit>] [delay-threshold
<max_delay_time>]

11. copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバル構成モードを開始します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

デバイス上で PTPをイネーブルまたはディセーブ
ルにします。

[no] feature ptp

例：

ステップ 2

（注）switch(config) # feature ptp

スイッチの PTPをイネーブルにしても、各イン
ターフェイスの PTPはイネーブルになりません。

すべての PTPパケットのソース IPアドレスを構成
します。

[no] ptp source ip-address

例：

ステップ 3

ip-address：IPv4形式。switch(config) # ptp source 10.2.3.4

このクロックで使用するドメイン番号を構成しま

す。PTPドメインを使用すると、1つのネットワー
（任意） [no] ptp domain number

例：

ステップ 4

ク上で、複数の独立した PTPクロッキングサブド
メインを使用できます。

switch(config) # ptp domain 24

number：有効な範囲は 0～ 128です。

このクロックをアドバタイズするときに使用する

priority1の値を構成します。この値はベストマス
（任意） [no] ptp priority1 value

例：

ステップ 5

タークロック選択のデフォルトの基準（クロック
switch(config) # ptp priority1 10

品質、クロッククラスなど）を上書きします。低

い値が優先されます。

value：範囲は 0～ 255です。

このクロックをアドバタイズするときに使用する

priority2の値を構成します。この値は、デフォルト
（任意） [no] ptp priority2 value

例：

ステップ 6

の基準では同等に一致する2台のデバイスのうち、
switch(config) # ptp priority2 20
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目的コマンドまたはアクション

どちらを優先するかを決めるために使用されます。

たとえば、priority2値を使用して、特定のスイッチ
が他の同等のスイッチよりも優先されるようにする

ことができます。

value：範囲は 0～ 255です。

ACLエントリを使用してハードウェアで PTPユニ
キャストパケットを転送するようにシステムを構

成します。

（任意） [no] ptp acl-redirect

例：

switch (config)# ptp acl-redirect

ステップ 7

（注）

TCAM SUPリージョンサイズが 48より大きいこ
とを確認してください。そうでない場合、コマン

ドの入力時に次のエラーメッセージが表示されま

す。

switch(config)# ptp acl-redirect
ERROR: PTP acl-redirect supported only if TCAM
sup size is greater than 48
2020 May 6 21:27:04 switch
%ACLQOS-SLOT1-2-ACLQOS_OOTR: Tcam resource
exhausted:
Need to reconfigure SUP region

PTPのステータスを表示します。（任意） show ptp brief

例：

ステップ 8

switch(config) # show ptp brief

ローカルクロックのプロパティを表示します。（任意） show ptp clock

例：

ステップ 9

switch(config) # show ptp clock

PTP時間分配保留機能を有効にします。（任意） [no] ptp time distribution-hold
[correction-threshold <corr_limit>] [delay-threshold
<max_delay_time>]

ステップ 10

correction-threshold：補正が指定された補正値（ナ
ノ秒単位）に落ち着くまで、時間分配を保留しま

す。例：

switch(config)# ptp time distribution-hold
correction-threshold 90000ns delay threshold
4000s

delay-threshold：時間分配を保留する最大時間制限
を秒単位で設定します。ただし、遅延しきい値の前

に補正しきい値が満たされた場合は、時間分布が再

開されます。

デフォルトの補正しきい値は300ナノ秒で、デフォ
ルトの遅延しきい値は、TORの場合は 300秒、モ
ジュラ型シャーシの場合は 900秒です。

最大補正しきい値は 100000ナノ秒で、最大遅延し
きい値は 5000秒です。

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

リブートおよびリスタート時に実行構成をスタート

アップ構成にコピーして、変更を継続的に保存しま

す。

copy running-config startup-config

例：

switch(config) # copy running-config
startup-config

ステップ 11

例

次に、デバイス上でPTPをグローバルに構成し、PTP通信用の送信元 IPアドレスを指
定し、クロックの優先レベルを構成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# feature ptp
switch(config)# ptp source 10.10.10.1
switch(config)# ptp priority1 1
switch(config)# ptp priority2 1
switch(config)# show ptp brief
PTP port status
-----------------------
Port State
------- --------------
switch(config)# show ptp clock
PTP Device Type: Boundary clock
Clock Identity : 0:22:55:ff:ff:79:a4:c1
Clock Domain: 0
Number of PTP ports: 0
Priority1 : 1
Priority2 : 1
Clock Quality:
Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535
Offset From Master : 0
Mean Path Delay : 0
Steps removed : 0
Local clock time:Sun Jul 3 14:13:24 2011
switch(config)#

インターフェイスでの PTPの構成
PTPをグローバルにイネーブルにしても、デフォルトで、サポートされているすべてのイン
ターフェイス上でイネーブルになりません。PTPインターフェイスは個別にイネーブルに設定
する必要があります。

始める前に

スイッチ上でグローバルに PTPをイネーブルにし、PTP通信の送信元 IPアドレスを構成した
ことを確認します。

手順の概要

1. switch# configure terminal

PTPの設定
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2. switch(config) # interface ethernet slot/port

3. （任意） switch(config-if) # [no] ptp announce { interval log seconds | timeout count}
4. （任意） switch(config-if) # [no] ptp delay request minimum interval log seconds

5. （任意） switch(config-if) # [no] ptp sync interval log seconds

6. （任意） switch(config-if) # [no] ptp vlan vlan-id

7. （任意） switch(config-if) # show ptp brief

8. （任意） switch(config-if) # show ptp port interface interface slot/port

9. （任意） switch(config-if)# copy running-config startup-config

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

PTPをイネーブルにするインターフェイスを指定
し、インターフェイス構成モードを開始します。

switch(config) # interface ethernet slot/portステップ 2

インターフェイス上の PTPアナウンスメッセージ
間の間隔またはタイムアウトがインターフェイスで

発生する前の PTP間隔の数を構成します。

（任意） switch(config-if) # [no] ptp announce {
interval log seconds | timeout count}

ステップ 3

PTPアナウンス間隔の範囲は 0～ 4秒で、間隔のタ
イムアウトの範囲は 2～ 10です。

ポートがマスターステートの場合に PTP遅延要求
メッセージ間で許可される最小間隔を構成します。

（任意） switch(config-if) # [no] ptp delay request
minimum interval log seconds

ステップ 4

有効な範囲は -1～ -6ログ秒です。ログ（-2）は、1
秒あたり 4フレームです。

インターフェイス上のPTP同期メッセージの送信間
隔を構成します。

（任意） switch(config-if) # [no] ptp sync interval log
seconds

ステップ 5

PTP同期間隔の範囲は -3ログ秒～ 1ログ秒です。

PTPをイネーブルにするインターフェイスの VLAN
を指定します。インターフェイスの 1つのVLANで
イネーブルにできるのは、1つの PTPのみです。

（任意） switch(config-if) # [no] ptp vlan vlan-idステップ 6

指定できる範囲は 1～ 4094です。

PTPのステータスを表示します。（任意） switch(config-if) # show ptp briefステップ 7

PTPポートのステータスを表示します。（任意） switch(config-if) # show ptp port interface
interface slot/port

ステップ 8

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

リブートおよびリスタート時に実行コンフィギュ

レーションをスタートアップコンフィギュレーショ

ンにコピーして、変更を継続的に保存します。

（任意） switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ステップ 9

例

次に、インターフェイス上で PTPを構成し、アナウンス、遅延要求、および同期メッ
セージの間隔を構成する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 2/1

switch(config-if)# ptp announce interval 3
switch(config-if)# ptp announce timeout 2
switch(config-if)# ptp delay-request minimum interval 4
switch(config-if)# ptp sync interval -1
switch(config-if)# show ptp brief
PTP port status
-----------------------
Port State
------- --------------
Eth2/1 Master
switch(config-if)# show ptp port interface ethernet 1/1
PTP Port Dataset: Eth1/1
Port identity: clock identity: f4:4e:05:ff:fe:84:7e:7c
Port identity: port number: 0
PTP version: 2
Port state: Slave
VLAN info: 1
Delay request interval(log mean): 0
Announce receipt time out: 3
Peer mean path delay: 0
Announce interval(log mean): 1
Sync interval(log mean): 1
Delay Mechanism: End to End
Cost: 255
Domain: 5
switch(config-if)#

PTP混合モード
PTPは、接続されたクライアントから受信した delay_reqメッセージのタイプに基づいて、
Cisco Nexusデバイスによって自動的に検出される PTPメッセージを配信するための混合モー
ドをサポートします。このモードでは、スレーブがユニキャストメッセージで delay_reqを送
信すると、マスターもユニキャスト delay_respメッセージで応答します。

複数の PTPドメインの設定
単一のネットワークに対して、複数のPTPクロッキングドメインを設定することができます。
各ドメインには、特定の優先順位の値が関連付けられます。デフォルト値は 255です。

PTPの設定
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手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config) # [no] feature ptp
3. switch(config) # [no] ptp source ip-address [ vrf vrf]
4. switch(config) # [no] ptp multi-domain
5. switch(config) # [no] ptp domain value priority value

6. switch(config) # [no] ptp domain value clock-class-threshold value

7. switch(config) # [no] ptp domain value clock-accuracy-threshold value

8. switch(config) # [no] ptp multi-domain transition-attributes priority1 value

9. switch(config) # [no] ptp multi-domain transition-attributes priority2 value

10. switch(config-if) # [no] ptp domain value

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

デバイス上で PTPをイネーブルまたはディセーブ
ルにします。

switch(config) # [no] feature ptpステップ 2

（注）

スイッチの PTPをイネーブルにしても、各イン
ターフェイスの PTPはイネーブルになりません。

すべての PTPパケットのソース IPアドレスを設定
します。

switch(config) # [no] ptp source ip-address [ vrf vrf]ステップ 3

ip-addressには IPv4形式を使用できます。

スイッチでマルチドメイン機能をイネーブルにし

ます。ここでは、優先順位、クロッククラスのし

switch(config) # [no] ptp multi-domainステップ 4

きい値、クロック精度のしきい値、移行の優先順位

などの属性もスイッチに設定できます。

ドメインおよび優先度の値を指定します。switch(config) # [no] ptp domain value priority valueステップ 5

domainの valueの範囲は 0～ 127です。domainの
デフォルト値は 0です。

priorityの valueの範囲は 0～ 255です。priorityの
デフォルト値は 255です。

ドメインおよびクロッククラスのしきい値を指定

します。デフォルト値は 248です。
switch(config) # [no] ptp domain value
clock-class-threshold value

ステップ 6

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

domainの valueの範囲は 0～ 127です。

clock-class-thresholdの valueの範囲は 0～ 255です。

（注）

クロッククラスのしきい値で、いずれかのポート

上のスレーブクロックを必ず選択する必要はあり

ません。スイッチはこの値を使用して、送信元ク

ロックがトレース可能かを判断します。ピアから

のクロッククラス値がドメインのクロッククラス

のしきい値に等しいかより高い場合、スイッチは

BMCAを実行してドメインからスレーブポートを
選択します。しきい値より低いクロッククラスが

どのドメインにもない場合、スイッチは PTPがイ
ネーブルなすべてのポートでBMCAを実行して最
適なクロックを選択します。

ドメインおよびクロックの精度のしきい値を指定し

ます。デフォルト値は 254です。
switch(config) # [no] ptp domain value
clock-accuracy-threshold value

ステップ 7

domainの valueの範囲は 0～ 127です。

clock-accuracy-thresholdの valueの範囲は 0～ 255
です。

当該ドメインからピアドメインへのパケット送信

時に使用する domain transition-attributes priority1値

switch(config) # [no] ptp multi-domain
transition-attributes priority1 value

ステップ 8

を設定します。リモートポートからのアナウンス

メッセージ内の priority1の値は、ドメイン内のピ
アにアナウンスメッセージを送信する必要があり、

その値がスレーブインターフェイスの値と異なる

場合、domain transition-attributes priority1の値で置
き換えられます。デフォルト値は 255です。

transition-attributes priority1の valueの範囲は 0～ 255
です。

当該ドメインからピアドメインへのパケット送信

時に使用する domain transition-attributes priority2値

switch(config) # [no] ptp multi-domain
transition-attributes priority2 value

ステップ 9

を設定します。リモートポートからのアナウンス

メッセージ内の priority2の値は、ドメイン内のピ
アにアナウンスメッセージを送信する必要があり、

その値がスレーブインターフェイスの値と異なる

場合、domain transition-attributes priority2の値で置
き換えられます。デフォルト値は 255です。

PTPの設定
14

PTPの設定

複数の PTPドメインの設定



目的コマンドまたはアクション

transition-attributes priority2の valueの範囲は 0～ 255
です。

PTPがイネーブルにされたインターフェイスとドメ
インを関連付けます。インターフェイスへの明示的

switch(config-if) # [no] ptp domain valueステップ 10

なドメイン指定を行わない場合は、デフォルト値

（0）が適用されます。

domainの valueの範囲は 0～ 127です。

例

次に、スイッチに設定されている PTPドメインを表示する例を示します。

switch(config)# show ptp domain data
MULTI DOMAIN : ENABLED
GM CAPABILITY : ENABLED
PTP DEFAULT DOMAIN : 0
PTP TRANSITION PRIORITY1 : 20
PTP TRANSITION PRIORITY2 : 255
PTP DOMAIN PROPERTY
Domain-Number Domain-Priority Clock-Class Clock-Accuracy Ports
0 255 248 254 Eth1/1
1 1 1 254

switch(config)#

次に、PTPがイネーブルにされた各インターフェイスに関連付けられたドメインを表
示する例を示します。

switch(config)# show ptp interface domain
PTP port interface domain
--------------------------
Port Domain
------- -----------------
Eth1/1 0

1 1 254

switch(config)#

PTPグランドマスタークロックの設定
スイッチでグランドマスター機能が無効になっている場合に、PTPレベルでタイミングループ
が発生しないようにコンバージェンス時間を設定できます。デバイスでは、グランドマスター

機能がデフォルトで有効になっています。

.

手順の概要

1. switch# configure terminal

PTPの設定
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2. switch(config) # [no] feature ptp
3. switch(config) # [no] ptp source ip-address [ vrf vrf]
4. switch(config) # no ptp grandmaster-capable [ convergence-time]
5. switch(config) # [no] ptp domain value clock-class-threshold value

6. switch(config) # [no] ptp domain value clock-accuracy-threshold value

7. switch(config) # ptp grandmaster-capable

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

デバイス上でPTPをイネーブルまたはディセーブル
にします。

switch(config) # [no] feature ptpステップ 2

（注）

スイッチのPTPをイネーブルにしても、各インター
フェイスの PTPはイネーブルになりません。

すべての PTPパケットのソース IPアドレスを設定
します。

switch(config) # [no] ptp source ip-address [ vrf vrf]ステップ 3

ip-addressには IPv4形式を使用できます。

スイッチのグランドマスター機能を無効にします。

どのドメインにも使用可能な外部グランドマスター

switch(config) # no ptp grandmaster-capable [
convergence-time]

ステップ 4

がない場合、デバイスがグランドマスターとして機

能しないようにします。デフォルトの時間は 30秒
です。

ドメインおよびクロッククラスのしきい値を指定し

ます。クロッククラスしきい値は、デバイスがソー

switch(config) # [no] ptp domain value
clock-class-threshold value

ステップ 5

スクロックをグランドマスタークロックと見なす

ことができるかどうかを判断するために使用するク

ロッククラスしきい値を定義します。

domainの valueの範囲は 0～ 127です。

clock-class-thresholdの valueの範囲は 0～ 255です。

（注）

スイッチはこの値を使用して、送信元クロックがト

レース可能かを判断します。すべてのピアからのク

ロッククラス値がクロッククラスのしきい値より

PTPの設定
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目的コマンドまたはアクション

も高い場合、BMCAはすべてのポートの状態をリ
スニングに変更する場合があります。

ドメインおよびクロックの精度のしきい値を指定し

ます。

switch(config) # [no] ptp domain value
clock-accuracy-threshold value

ステップ 6

domainの valueの範囲は 0～ 127です。

clock-accuracy-thresholdの valueの範囲は 0～ 255で
す。

スイッチでグランドマスター機能を有効にします。switch(config) # ptp grandmaster-capableステップ 7

例

次の例では、PTPクロック情報を表示します。

switch(config-if)# show ptp clock
PTP Device Type: Boundary clock
Clock Identity : f4:4e:05:ff:fe:84:7e:7c
Clock Domain: 5
Number of PTP ports: 2
Priority1 : 129
Priority2 : 255
Clock Quality:
Class : 248
Accuracy : 254
Offset (log variance) : 65535
Offset From Master : 0
Mean Path Delay : 391
Steps removed : 1
Local clock time:Wed Nov 9 10:31:21 2016
switch(config-if)#

インターフェイスでの PTPコストの設定
Cisco Nexus 3500スイッチで PTPがイネーブルにされた各ポートには、インターフェイスコス
トを設定できます。PTPがイネーブルにされた各ポートでコストが適用されるのは、グランド
マスタークロックへの複数のパスがスイッチにある場合です。

.

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config) # [no] feature ptp
3. switch(config) # [no] ptp source ip-address [ vrf vrf]
4. switch(config) # interface ethernet slot/port

5. switch(config-if) # [no] ptp cost value

PTPの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

デバイス上でPTPをイネーブルまたはディセーブル
にします。

switch(config) # [no] feature ptpステップ 2

（注）

スイッチのPTPをイネーブルにしても、各インター
フェイスの PTPはイネーブルになりません。

すべての PTPパケットのソース IPアドレスを設定
します。

switch(config) # [no] ptp source ip-address [ vrf vrf]ステップ 3

ip-addressには IPv4形式を使用できます。

PTPをイネーブルにするインターフェイスを指定
し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config) # interface ethernet slot/portステップ 4

PTPがイネーブルにされたインターフェイスにコス
トを関連付けます。コストが最も低いインターフェ

イスが、スレーブインターフェイスになります。

switch(config-if) # [no] ptp cost valueステップ 5

コストの範囲は 0～ 255です。デフォルト値は 255
です。

例

次に、PTPがイネーブルにされた各インターフェイスに関連付けられたコストを表示
する例を示します。

switch(config)# show ptp cost
PTP port costs
-----------------------
Port Cost
------- --------------
Eth1/1 255
switch(config)#

PTPの設定
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クロック IDの設定
Cisco Nexus 3500スイッチにはクロック IDを設定できます。デフォルトのクロック IDは、ス
イッチのMACアドレスをベースにした固有の 8オクテット文字列です。

.

手順の概要

1. switch# configure terminal
2. switch(config) # [no] feature ptp
3. switch(config-if) # ptp clock-identity MAC Address

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1

デバイス上でPTPをイネーブルまたはディセーブル
にします。

switch(config) # [no] feature ptpステップ 2

（注）

スイッチのPTPをイネーブルにしても、各インター
フェイスの PTPはイネーブルになりません。

PTP clock-identityとして 6バイトのMACアドレス
を割り当てます。デフォルトのクロック IDは、ス

switch(config-if) # ptp clock-identity MAC Addressステップ 3

イッチのMACアドレスをベースにしています。ク
ロック IDは IEEE標準によって定義されます
（MAC-48 Byte0 | MAC-48 Byte1 | MAC-48 Byte2 | FF
| FE | MAC-48 Bytes3-5）。

PTPインターフェイスがマスターステートを維持する設定
この手順では、エンドポイントによってポートがスレーブステートに移行するのを防ぐ方法に

ついて説明します。

始める前に

•スイッチ上でグローバルに PTPをイネーブルにし、PTP通信の送信元 IPアドレスを設定
したことを確認します。

PTPの設定
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• PTPをグローバルにイネーブルにしても、デフォルトで、サポートされているすべてのイ
ンターフェイス上でイネーブルになりません。PTPインターフェイスは個別にイネーブル
に設定する必要があります。

手順の概要

1. switch # configure terminal
2. switch(config) # interface ethernet slot/port

3. switch(config) # [no] ptp
4. switch(config-if) # ptp transmission multicast
5. switch(config-if) # ptp role master

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch # configure terminalステップ 1

PTPをイネーブルにするインターフェイスを指定
し、インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch(config) # interface ethernet slot/portステップ 2

インターフェイスで PTPをイネーブルまたはディ
セーブルにします。

switch(config) # [no] ptpステップ 3

インターフェイスで使用されるPTP伝送方式を設定
します。

switch(config-if) # ptp transmission multicastステップ 4

インターフェイスの PTPロールを設定します。switch(config-if) # ptp role masterステップ 5

master：マスタークロックは、インターフェイスの
PTPロールとして割り当てられます。

例

この例では、インターフェイス上に PTPを設定し、インターフェイスがマスタース
テートを維持するように設定する方法を示しています。

switch(config)# show ptp brief

PTP port status
----------------------------------
Port State
---------------- ----------------
Eth1/1 Slave
switch(config)# interface ethernet 1/1

PTPの設定
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switch(config-if)# ptp multicast master-only
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_GM_CHANGE: Grandmaster clock has changed
from 60:73:5c:ff:fe:62:a1:41 to 58:97:bd:ff:fe:0d:54:01 for the PTP protocol
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_STATE_CHANGE: Interface Eth1/1 change from
PTP_BMC_STATE_SLAVE to PTP_BMC_STATE_PRE_MASTER
2001 Jan 7 07:50:03 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_TIMESYNC_LOST: Lost sync with master clock
2001 Jan 7 07:50:07 A3-MTC-CR-1 %$ VDC-1 %$ %PTP-2-PTP_STATE_CHANGE: Interface Eth1/1 change from
PTP_BMC_STATE_PRE_MASTER to PTP_BMC_STATE_MASTER

タイムスタンプタギング

タイムスタンプタギング機能は、リモートデバイスでパケットが到達したときに正確な時間

情報を提供し、実際の時間を追跡できるようにします。パケットは、PTPを使用してナノ秒の
精度で切り捨てられ、タイムスタンプが付けられます。CiscoNexusDataBrokerとともにスイッ
チの TAP集約機能を使用すると、SPANを使用してネットワークトラフィックをコピーし、
トラフィックをフィルタリングしてタイムスタンプを付け、記録および分析のために送信でき

ます。

タイムスタンプタギングの設定

9636C-R、9636C-RX、および 9636Q-Rラインカードを搭載した Cisco Nexus 9508スイッチで
は、タイムスタンプタギングの設定はサポートされていません。

（注）

• VXLANEVPNマルチサイト展開で ttag機能を使用する場合は、クラウドに接続するBGW
のDCIインターフェイスで ttagが削除されていることを確認します（ttag-strip）。詳細に
説明すると、ttagが、ether-type 0x8905をサポートしないNexus 9000以外のデバイスに接続
されている場合、ttagの除去が必要です。

• DCIの BGWバックツーバックモデルでは ttagの削除は必要ありません。

• CiscoNexus 9800スイッチは、ether-type 0x8905パケットのルーティングをサポートしてい
ません。

（注）

始める前に

PTPオフロードがグローバルに有効になっていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface type slot/port

3. [no] ttag

PTPの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

指定したインターフェイスに対してインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/port

例：

ステップ 2

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

レイヤ 2またはレイヤ 3出力インターフェイスでタ
イムスタンプタギングを設定します。

[no] ttag

例：

ステップ 3

switch(config-if)# ttag

TTAGマーカーパケットと時間間隔の設定

ttagタイムスタンプフィールドは、マーカーパケットに 48ビットのタイムスタンプを付加し
ます。この 48ビットのタイムスタンプは、人間の読み取りやすい ASCIIベースのタイムスタ
ンプではありません。この48ビットのタイムスタンプを人間が読み取れるようにするために、
ttagマーカーパケットを使用して、48ビットのタイムスタンプ情報をデコードするための追加
情報を提供できます。

定義長さ位置（バイト：

ビット）

フィールド

デフォルトでは、このフィール

ドにはA6A6と表示されます。
これにより、パケットストリー

ム上の ttag-markerパケットを識
別できます。

16Magic

バージョン番号。デフォルトの

バージョンは 1です。
8バージョン

このフィールドは、48ビットの
タイムスタンプサイズの粒度を

表します。デフォルトの値は04
で、これは 100ピコ秒つまり
0.1ナノ秒を表します。

16精度

PTPの設定
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ASICと UTCクロック間の
utc_offset値です。デフォルト値
は 0です。

8UTc_offset

48ビットのASICハードウェア
タイムスタンプの上位 16ビッ
トです。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Timestamp_hi

48ビットのASICハードウェア
タイムスタンプの下位 32ビッ
トです。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Timestamp_lo

Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの CPUクロックに基づ
く UTCタイムスタンプの秒の
部分です。

32UTC sec

CiscoNexus9000シリーズスイッ
チのCPUクロックに基づくUTC
タイムスタンプのナノ秒の部分

です。

32UTC sec

将来的な使用のために予約され

ています。

32予約済み

PTPの設定
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Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの累積 PTP補正の上位
32ビット。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Correction_hi

Cisco Nexus 9000シリーズス
イッチの累積 PTP補正の下位
32ビット。

（注）

64ビットの ASICハードウェ
アタイムスタンプを取得する

ために、[Timestamp_hi]および
[Timestamp_lo]フィールドに
[Correction_hi]および
[Correction_lo]を追加します。

32Correction_lo

デフォルト値は 0xA5A5A5A5
です。これにより、マーカーパ

ケットの前方検索が可能にな

り、UTCタイムスタンプへの参
照が提供されるため、クライア

ントソフトウェアはその参照

UTCを使用して、各パケット
ヘッダーの 32ビットのハード
ウェアタイムスタンプを回復で

きます。

32署名

（Signature）

これは、ttag-markerの位置wo合
わせを4バイト境界に変換する
ための位置合わせバイトです。

64パッド

始める前に

PTPオフロードがグローバルにイネーブル化されていることを確認します。

手順の概要

1. configure terminal
2. ttag-marker-interval seconds

PTPの設定
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3. interface type slot/port

4. [no] ttag-marker enable
5. ttag-strip

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

スイッチが ttag-markerパケットを発信ポートに送信
するまでの秒数を設定します。これはスイッチのグ

ttag-marker-interval seconds

例：

ステップ 2

ローバル設定です。デフォルトでは、ttag-markerパswitch(config-if)# ttag-marker-interval 90
ケットを 60秒ごとに送信します。secondsの範囲は
1～ 25200です。

指定したインターフェイスに対してインターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type slot/port

例：

ステップ 3

switch(config)# interface ethernet 2/2
switch(config-if)#

ttag-markerパケットを発信ポートに送信します。[no] ttag-marker enable

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ttag-marker enable

インターフェイスの出力パケットから TTAGを削除
します。

ttag-strip

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ttag-strip

PTP設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

表 2 : PTP Showコマンド

目的コマンド

PTPのステータスを表示します。show ptp brief

ローカルクロックのプロパティ（クロック ID
など）を表示します。

show ptp clock

PTPの設定
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目的コマンド

PTPプロセスが認識している外部マスターの
状態を表示します。外部マスターごとに、出

力に、クロック ID、基本的なクロックプロパ
ティ、およびクロックがグランドマスターと

して使用されているかどうかが表示されます。

show ptp clock foreign-masters-record

最後の数個の PTP修正を表示します。show ptp corrections

PTPの親のプロパティを表示します。show ptp parent

スイッチの PTPポートのステータスを表示し
ます。

show ptp port interface ethernet slot/port

複数のドメインデータ、ドメインプライオリ

ティ、クロックしきい値、およびグランドマ

スター機能に関する情報を表示します。

show ptp domain data

インターフェイスとドメインの関連付けに関

する情報を表示します。

show ptp interface domain

PTPポートとコストアソシエーションを表示
します。

show ptp cost

各 PTPポートに接続されているすべてのピア
のリストが表示され、ロールが静的か動的か

が示されます。

show ptp detail

PTPクロックプロパティを表示します。show ptp time-property

PTPの設定
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